
匝瑳探訪

　

市
内
の
伝
統
行
事
で
は
、

実
施
す
る
人
た
ち
の
高
齢

化
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取

り
や
め
に
な
っ
た
も
の
も

あ
る
中
、
安
産
・
子
育
て

を
祈
願
す
る
「
子
安
講
」

な
ど
は
今
な
お
継
続
し
て

い
る
地
域
や
集
落
も
あ
り

ま
す
。

　

市
域
で
は
江
戸
時
代
以

前
か
ら
北
部
に
日
蓮
宗
寺

院
が
分
布
し
、
中
央
部
か

ら
南
部
地
域
に
は
真
言
宗
と
天
台
宗
が
多
く
、

安
産
・
子
育
て
信
仰
な
ど
に
も
宗
派
に
よ
る

違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

真
言
宗
寺
院
の
境
内
や
墓
地
、
路
傍
に

は
「
十
九
夜
塔
」
や
小
川
の
そ
ば
で
死
産
者

を
供
養
す
る「
流
れ
灌か

ん

頂じ
ょ
う

」の
た
め「
女に

ょ

人に
ん

講こ
う

中じ
ゅ
う

」
が
ま
つ
っ
た
如に

ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

像
の
石
造
仏

が
多
く
見
ら
れ
、
現
在
で
も
塔
婆
が
立
て
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

日
蓮
宗
寺
院
で
は
安
産
・
子
育
て
信
仰
の

対
象
と
し
て
「
鬼き

子し

母も

神じ
ん

」
や
「
七し

ち

面め
ん

天て
ん

女に
ょ

」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
珍
し
い
も
の
で
は
南
神

崎
・
常
教
寺
境
内
の
「
日に

っ

審し
ん

供
養
塔
」
が
あ

り
ま
す
。

　

市
内
で
1
カ
所
、
こ
こ
だ
け
に
あ
る
こ
の

塔
は
１
８
２
８
年
に
、
同
寺
36
世
日に

ち

仁じ
ん

の
代

「
当
村
（
南
神
崎
村
）
の
女
講
中
」
が
願
主
と

な
り
造
立
し
ま
し
た
。

　

塔
正
面
に
刻
ま
れ
た
日
審
に
つ
い
て
は

『
日
蓮
宗
事
典
』
な
ど
に
よ
る
と
、
京
都
生

ま
れ
で
飯
高
檀
林
な
ど
に
学
び
、
江
戸
時
代

初
期
に
全
国
で
布
教
活
動
な
ど
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
僧
侶
と
さ
れ
ま
す
。
出
生
に
つ

い
て
は
母
が
出
産
前
に
亡
く
な
り
、
か
め

の
中
で
生
ま
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、「
壺

日
審
」「
子
安
日
審
」
と
も
称
さ
れ
た
と
さ
れ
、

塔
側
面
に
日
審
の
功
績
と
と
も
に
「
若
者
懐

妊
は
安あ

ん

楽ら
く

福ふ
く

子し

を
産
む
」
と
刻
ま
れ
、
こ
れ

が
安
産
・
子
育
て
信
仰
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
の
南
神
崎
村
は
１
８
４
５
年
の

家
数
が
21
軒
で
、
当
時
と
し
て
は
比
較
的
小

規
模
な
村
な
が
ら
1
人
の
旗
本
に
よ
る
安
定

し
た
支
配
が
２
５
０
年
ほ
ど
続
い
た
よ
う
で
、

男
性
は
「
題
目
講
中
」、
女
性

は
「
日
審
講
中
」
な
ど
の
信
仰

活
動
が
継
続
さ
れ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

３
月
春
彼
岸
に
は
、
今
年

も
「
日
審
供
養
塔
」
に
塔
婆
が

立
て
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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文
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財
審
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委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

No.238

日審への祈り
────────南神崎を歩く

た
る
な
ど
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
多
く

の
人
の
篠
笛
演
奏
技
術
の
習
得
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

◆
統
計
功
労
者
表
彰

　

長
き
に
わ
た
り
調
査
員
や
指
導
員
と

し
て
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
、
統
計

調
査
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▽
農
林
水
産
大
臣
表
彰

▽
千
葉
県
知
事
表
彰

◆
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
等
功
労
者
表

彰▽
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

理
事
長
感
謝
状

　

木
内
良
晴

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

▽
社
会
福
祉
功
労

　

栄
保
育
園
元
主
任
保
育
士
。 

長
年

に
わ
た
り
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
育
児

環
境
の
整
備
や
一
時
保
育
の
受
け
入
れ

な
ど
に
取
り
組
む
。
千
葉
県
保
育
協
議

会
海
匝
支
会
常
任
委
員
や
全
国
保
育
協

議
会
認
定
に
よ
る
保
育
活
動
専
門
員
を

を
務
め
、
千
葉
県
保
育
士
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
良
質
な
保
育
の
提
供
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
日
本
善
行
会
令
和
７
年
度
秋
季
善
行

表
彰

▽
自
然
と
文
化
財
愛
護

　

佐
久
間
陽
一（
八
日
市
場
イ
）

※
希
望
に
よ
り
、
写
真
の
掲
載
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

昭
和
50
年
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
り
、

竹
製
篠
笛
の
制
作
に
取
り
組
み
、
地
域

の
伝
統
文
化
で
あ
る
八
重
垣
神
社
祇
園

祭
な
ど
に
お
け
る
お
囃
子
の
指
導
や
普

及
活
動
に
尽
力
。
後
任
の
指
導
に
も
当

被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

被
表
彰
者
紹
介

小 川 篤 子
（栢田）

椎 名 文 生
（八日市場イ）

山 中 正 夫
（八日市場ホ）

日審供養塔
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